
お問い合わせ：広島大学病院医療支援グループ 082-257-5934

広島大学病院自殺予防対策研修会

侮りすぎず、恐れ過ぎず
医療現場における自殺リスクへの評価と対応

自治医科大学附属さいたま医療センター

メンタルヘルス科 教授 岡島 美朗 先生

■ テーマ

自殺は医療における最大のアクシデントの一つであり、本人のみならず多くの人に深
刻な影響を及ぼします。自殺に至る過程は実にさまざまであり、それを理解するには生
物学的、心理学的、社会的領域を見渡す幅広い視点が必要です。講演では、自殺者の
精神病理と、それを踏まえた予防および対応についてお話しします。

司会・進行： 倉田 明子（広島大学病院 緩和ケアチーム医師）■ 日時／開催方式

■ 対象者

2026年12月18日（金） 18：00～19：30 ／Zoomを用いたオンライン開催

がん診療に携わる医師・看護師・薬剤師 他 医療従事者

■ 申込締切 2026年12月11日（金） 17：00

（オンライン開催）要申込

QRコードを読み取り、
申込フォームに入力後送信してください

■ 申込方法 

■ 講師

1988年  3月 山梨医科大学医学部卒業
1995年  3月 自治医科大学大学院地域医療系卒業
1995年10月 ドイツ・アーヘン工科大学精神医学教室へ留学（1年間）
自治医科大学精神医学教室、精神腫瘍部、緩和ケア科をへて、2015年1月より
現職
【主な兼任職】
日本集団精神療法学会理事長、日本サイコオンコロジー学会理事、日本周産期
メンタルヘルス学会理事
【受賞】
2018年日本サイコオンコロジー学会学会賞受賞

■ 講師略歴

（主催）広島大学病院（都道府県がん診療連携拠点病院）
（共催）中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム 広島大学次世代のがんプロフェッショナル養成プラン
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